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仙台大学通信教育指導室メールマガジン 第７３号 
 

通信教育指導室から、こんにちは。 

前号では、亘理町における仙台大ボランティアの取組を中心に紹介しました。今回は「地

域健康づくり支援センター」の報告書を基に、支援の全体像を概観しましょう。 

 

 

 
 

● 「健康づくり運動サポーター」の活躍 
 

震災直後、仙台大学は被災地にある大学

として最善を尽くすべく、災害ボランティ

アセンターを立ち上げました。沿岸地域で

の瓦礫撤去や泥かきなどの活動を行う一

方、大学の特色を生かし避難所での健康維

持とエコノミークラス症候群予防のため

の運動支援に取り組みました。仙台大学が

独自に養成していた「健康づくり運動サポ

ーター」が活動の中心を担いました。 
 
● 震災直後の避難所における運動支援 
 

避難所の環境はどこも劣悪で、避難して

きた方々も心に大きな傷を負っていまし

た。はじめは、「エコノミークラス症候群の

予防のための運動」など、とてもできる雰

囲気ではありませんでした。そのため、学

生たちは、避難している方々の肩もみなど

をしながら、互いの距離を縮め、コミュニ

ケーションづくりと人間関係づくりに取

り組んでいきました。 

最初は避難者とどのように関わればよ

いのか戸惑っていた学生たちも、継続して

避難所に通ううちに、少しずつ顔を覚えて

もらえるようになり、徐々に心を通わせる

ことができるようになっていきました。

 

被災地への活動回数と派遣人数（平成 24 年 1 月末現在） 

－『笑顔で明日へ 仙台大学東日本大震災災害ボランティア報告書』（平成 24 年 3 月作成）より 
 
 亘理町        女川町       

 回数 教職員 学生 
計 

 回数 教職員 学生 
計  避難所 仮設 避難所 仮設 避難所 仮設  避難所 仮設 避難所 仮設 避難所 仮設 

４月 6 回   35 人   65 人   100 人  1 回   9 人   6 人   15 人 

５月 7 回   19 人   24 人   43 人  5 回   18 人   6 人   24 人 

６月 3 回   9 人   12 人   21 人  10 回   28 人   13 人   41 人 

７月   6 回   12 人   27 人 39 人  8 回   24 人   12 人   36 人 

８月   8 回   17 人   27 人 44 人  4 回 2 回 12 人 8 人 10 人 6 人 36 人 

９月   7 回   10 人   24 人 34 人    6 回   16 人   18 人 34 人 

10 月   8 回   12 人   18 人 30 人    7 回   22 人   10 人 32 人 

11 月   6 回   10 人   17 人 27 人    4 回   13 人   6 人 19 人 

12 月   6 回   7 人   18 人 25 人    7 回   18 人   9 人 27 人 

１月   6 回   7 人   15 人 22 人    5 回   15 人   8 人 23 人 
 16 回 47 回 63 75 人 101 人 146 385 人  28 回 31 回 91 人 92 人 47 人 57 人 287 人 

 

美里町などの仮設住宅での活動を含め、訪問回数は延べ 153 回、訪問人数は延べ 879 人に上った。 

「運動支援・健康づくり支援」が果たした役割 

中央工業団地仮設：月／公共ゾーン仮設：金 女川町各地の仮設住宅：毎週木曜日 



 
● 仮設住宅における運動支援の重要性 
 

７月までに仮設住宅の整備が進み、約４

か月過ごした避難所が閉鎖されることに

なりました。そのため、仮設住宅にある集

会所や談話室に会場を移して、活動は継続

されました。 

１回の活動時間は約１時間半。メニュー

は、アイスブレーキング → 準備体操 → 

主運動 → 整理運動 → マッサージ → 

歌の順で行い、その後茶話会を行いました。 

運動支援は「健康づくり運動サポーター」

の学生が中心になって行い、誰でも楽しみ

ながら参加できるように、レクリエーショ

ンの要素も取り入れました。 

活動前に保健師が参加者の血圧を測る

など、一人一人の健康状態の確認に努めま

した。行政と一緒に活動することで、仮設

入居者の健康状態の把握にも役立ち、足が

遠のきがちな高齢者宅への個別訪問につ

なげるなど、きめ細かな対応を後押しする

ことができました。 
 

● 茶話会 漬物やカップケーキに話が弾む 
 

茶話会には、学生に肩をもんでもらえる

ことが楽しみで参加する方も多く、時には

皆で童謡などを歌うこともあり、仮設入居

者にとっては心和む貴重なひとときとな

っていたようです。 

茶話会では運動栄養学科のスタッフや

学生が手作りした季節の野菜の漬物やカ

ップケーキ、ゼリーなどのお茶菓子をレシ

ピとともに提供しました。持参した漬物や

お茶菓子はどれも参加者に好評で、「家で

も作ってみたい」と喜ばれ、話題の中心と

なることもありました。仮設住宅の住民と

学生が一緒に茶話会を行うことで、住民と

学生相互の、さらには住民同士のコミュニ

ケーションを深めることができました。 

活動を始めた頃には杖を使って会場に

来ていた方が、回を重ねるにつれ、ほとん

ど杖に頼らずに移動できるようになり、嬉

しい笑顔が広がりました。 

継続して取り組むことの重要性をあら

ためて確認することができました。 
 
● 活動の継続と学生の力こそ信頼の源泉 
 

「活動の継続性」と「学生の若い力」－

これら二つが、仙台大の取組が参加者に受

け入れられていった要因ではないかと思

います。 

震災直後こそ多くのボランティアが被

災地に駆けつけましたが、時間の経過とと

もに、その数は減少の一途をたどりました。

被災地においては、支援活動の継続的かつ

計画的な実施こそが、被災者に安心感をも

たらし、信頼の絆を強固にします。 

また、若い学生の参加も、被災住民の活

動参加の動機付けとして大きな力を発揮

しました。学生と関わることで「元気がも

らえる」といった声も多く寄せられ、茶話

会で学生が親身になって自分の話を聞い

てくれるといったことも、参加者の心理に

好影響を及ぼしていたようです。
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------  
『笑顔で明日へ 仙台大学東日本大震災災害ボランティア報告書』（仙台大学地域健康づくり支援センター） 2012.03 他 
 

東日本大震災直後から、先輩たちはそれぞれの持ち味を生かしながら、被災地のニーズ

に柔軟に対応して誠心誠意取り組み、地元の力となることができました。 

相手意識をしっかりもち、徹頭徹尾寄り添うこと！－これが何よりも大切なことですね。 


